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火星の

地質学

⑥

15.火星の夫峡谷

マリナｰ4号がはじめてクレｰタｰのいっぱい写っ

た火星面の写真を電送してきたとき多くの人びとは

火星は月によく似た性質の天体だと考えたものだった.

ところがその後マリナｰ6･7･9号としだいに

くわしい撮影がすすむにつれて月にはなくむしろ地

球上で党かげるような地形もいろいろと見つかってきた.

そのため火星は月にも地球にも似たところをもつ

月と地球の中間に位置する独特の惑星であることがし

だいに認識されるように扱ってきたのである.

それでは地球によく似た地形とはどんなものかま

たそれはどうしてできたのかといったことをのべてい

くことにしよう.

1972年の年が明けて火星全面を吹きあれていた砂あ

らしカミようやく収まりは二じめマリナｰ9号の撮影カミ軌

道にのってきた1月中旬マリナｰ9号は雄大な火星の

大峡谷の写真を送ってきてまたまた人びとをアッとい

わせた(第1図).この写真は火星面の南緯6｡西

経85｡を中心とした東西400kmのはんいのものである

カミじつはこれは大峡谷のほんの一部の姿柱のであっ

てやがてこの部分を含むもっと雄大な大峡谷の全容

カミ明らかになってきたのである(第2図).

この大峡谷はトラクタス･アルプス(T･actusA1bu･

すじ

白い条)とノックスの湖(NoctisLacus)の地域からは

じまり東方へえんえんと走ってチトヌスの湾(Titho-

niusLacus)メラｰズ湖(Me1asLacus)コプラナ

ｰス運河(Coprates)(コプラナｰスという語は最近NA

SAの報告書などでよく使われているがここはもともと観測

家たちによってアガトダイモン神の運河(Agathodaemon)

とよばれてきた細長い暗色模様の部分である)とっつき

アウロラの湾(Au工｡工aeSims)で北方へ曲りクリュ

セ(Chryse)地方へたっする全長3500kmにもおよぶ

長大枚ものである.

さてこわコダラナｰスを中心とする大峡谷は一連

の平行政牟々しく切り立った壁にかこまれて長くのび

る大凹地である｡まわりめ平原からの深さは1～3k皿

もあり峡谷の幅は平均して100～150長mもあるとい

う巨大なものである･.峡谷の幅はとくに峡谷の中心

小森長生

部のメラｰズ湖付近ではいちじるしく広くなっており

細かくみるといくすじもの峡谷に分かれているとはい

うものの全体では､500kmにたづする.

この峡谷の壁はあまりスムｰズではない.ゆるくカ

ｰブをなしてへこんだくぼみのようた壁や樹枝状の谷

によってするどくきざまれた場所などがある(第3図).

とくに特徴的なのは峡谷壁にほぼ直角にきざまれた

樹枝状の谷である(第1図).この中には峡谷壁か

ら150長m･も陸地のほうへくいこんでいるものがある1

注目すべきはこれらの多くの支流谷カミ大峡谷に直交

して生じていることでこれはあたかも構造線の支配

をうけて生じ｡たかのようにも思えるものである.

いくつかの支谷の開口部には谷からもたらされたと

思われる堆積物カミゆるい起伏をもってよこたわってい

る.主峡谷と平行にまた主峡谷の中の舟底型の谷の

延長線上には縁辺のもり上りのないえくぼ型の小凹

孔の連鎖カミみられる(第4図).

以上のよう･な特徴からこの大峡谷系の成因を考えて

みるとどう匁るであろうか.

形態上の特徴から常識的に判断する限りではまず

流水による浸食作用が考えられる.

ノックスの測地域(西経90～10のの峡谷系の谷頭部

には細長い凹地と凹孔の入り混った複雑珪迷路めよ

う在地形がみられるが大峡谷はこの地域のこのよう

な地形から発達をはじめ浸食作用の進行によってし

だいに広がっていったように受けとれる(窮5図).'

大峡谷に直交して発達する樹枝状の支谷系などは流

水による浸食作用でできたと考えるほかないものであろ

う.ところでこの大峡谷がもしほんとうに流水の

浸食作用でできたものどするならばけずりとられて運

ばれた大量の物質はどこへ行ったのであろうか.

峡谷の発達状況から推定するならばノックスの湖か

ら出発して東方に峡谷系にそって運ばれた物質は東

端の低い地域にはき出されたことに放るかそのような

証拠は地形のうえからはよくわからたいのである.

また流水の浸食作用によっ=でこのような大峡谷が

できたのだとするとかつての介星の地質時代のある時

期にこの地域に集中豪雨か何かがつづいて大量の雨

カミ陣ったといラよラなことも考えないわけにはいかな�
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いであろう.現在火星面においては水分は極度に少

いという事実から考えると火星の地史においてその

よう校ことが考えられるかどうかという問題もある.

とくに説明困難なのはチトヌスの湾あたりの主峡谷

系の北にあるようなまったく閉じた細長い谷のような

へこんだ地形でこれなどは流水の浸食では説明でき

ないものである(第6図).

そこで流水の浸食作用にかわろて考えられるもう一

つの仮説はこれらの峡谷系が初生的に陥没運動のよ

う柱一種の造構運動によって生まれのちにいろいろた

作用によって広カミりいまのような姿になったとする考

えである.これについてクロス(C.A.CRoss)ぽ

つぎのようにのべている.前にもあげたチトヌスの湾

とオビｰル(Ophir)地方の閉じた凹地地域杜どは初

第1図火星の大峡谷の一部

撮影)

チトヌスの湾付近の光景(マリナｰ9号

第2図火星の大峡谷の全容(マリナｰ9号のPre1iminaτyChartから)

第3図コプラナｰス峡谷の北側の壁の一部(マリナｰ9号撮影)

第4図コプラナｰス峡谷に平行する小凹孔の列(マリナｰ9号撮影)

第5図ノックスの測地域にみられる大峡谷の谷頭部(マリナ』9号撮影)�
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生的な浸食地形とはとうてい考えられない.全体とし

てこのよう狂峡谷系は地殻にはたらいた張力によって

つくられたリフト･バレｰ(riftva11ey)と考えるのが

最も適切たのではなかろうか.

地球上では地殻に張力がはたらいて造構的な陥没運

動カミおこった証拠はいくつも知られている.ちょうど

火星のこの大峡谷系は地球上の紅海などと'そのスケ

ｰルといい構造といいよく似ているのではなかろう

かというのである.そして造構運動の結果として

大峡谷がつくられたあと流水の浸食作用によってさ

らにこの峡谷に修飾がほどこされたとクロスはいう.

それは前にものべたように峡谷の各地に樹枝状の谷

やまがりくねったみぞたど流水の作用以外には考えら

第6図チトヌスの湾の大峡谷の北にある閉じだ谷地形(呼灼㌦§号撮

影)

第7図大峡谷の東部の南緯2｡西経20oを中心とし稔地蛾の無秩序地雑

(マリナｰ9号撮影)

れたいような地形がたくさんあるからである.

結局以上の議論をまとめてみると火主の大峡谷は

造構運動と流水の浸食作用の両方がはたらいて形成され

たということになるよう一である,

私もそれが正しいのではないかと思う.ただこの

両方の作用がどのようにからみ合いどのような過程を

へて今日みるような峡谷系をつくりあげたのかその詳

しい探究は今後の課題である.

ところでちょっとつけ加えておきたいが最近ジェ

ット推進研究所(JPL)の地図製作グノレｰプの手によ

って火星面上のいくつかの地域の高解像度A1bedo

Mapがつくられた.この中にコプラナｰス運河を中

心とした大峡谷の中心部の図が含まれているがそれを

見ると周囲の平担な明るい地域に比して大峡谷の部

分だけがくっきりと真黒に面かれている.

大峡谷の中だけがどうしてこんなに暗黒なのかこれ

は興味あることである.火星の暗色部の原因について

は･従来いろいろ匁考えカミありそれらの詳細はすでに

本稿の第4回目(1973年7月号)にのべた.さらに最

近新しい考えや資料も出されており本稿の17節でふ

たたびのべたいと思うが要するに黒いものが何かと

いうことは今員に至るもよくわから在いのである.

この大峡谷の暗黒部カミ将来火星の暗色部のなぞを解

くうえに役立つかもしれないことを期待することにし

よう.

16.いわゆる無秩序地帯と細長いみぞ

さて以上の大峡谷に関連してもう一つ無視でき放

い地形にいわゆる無秩序地帯(ChaoticTerrain)カミ

鶏8魍南極点かも800】㎜は棚沈地点で見つかった無秩序地帯永

久凍土層の融解による陥没地形といわれる(マリナｰ9号撮影)�
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ある.これは最初マリナｰ6号の撮影によって発見

された.マリナｰ6号はクレｰタｰのいっぱいつま

った地域を撮影したいっぽうクレｰタｰのまったくみ

られない平原や地球上では何とも考えられ如､よう荏

複雑怪奇な凹凸にとんだ地域を写し出した.

この複雑狂地形の地域をNASAの科学者たちは

ChaOticTerrainと名づけたのである.これはまだ正

式の訳語がなく無秩序地形(帯)混とん地形不整

地形などいろいろにいわれているがここでは無秩序

地帯とよんでおくことにしよう.

無秩序地帯は大峡谷系の東方地域(西経15～30｡)

に最も広く分布している.この地形は一般的にみる

と地下に横たわっていた物質が何らかの沈下をおこし

それに伴って上にのっていた地層が陥没してできたよ

うにみえる.そのようなことを示すきわめて新鮮な

崩壊地形がいくつかみられる(第7図第8図).

しかもその崩壊陥没は勝手気ままにおこったので

はなく前からこの地域をおおっていた地殻の割れ目の

網(f工acturepattem)に支配されて造構的におこった

ものであるらしい.

アメリカのユタ大学の地質学地球物理学教室のウィル

ソン(R.C.W工Ls0N)らはマリナｰ6号の写真に写っ

ていた無秩序地帯をくわしく分析しそれカミ火星の地殻

にはたらいた造構的な力の作用でつくられたものであ

ることを明らかにした.

彼らはマリナｰ6号の撮影した高解像度写真のいく

つか(6N66N86N14など)をくわしく検討し

た.その結果たとえば6N6では無秩序地帯はい

ろいろなサイズと高度の角はったブロックからなってお

りそれらは不規則な凹凸をもっていた.これらのブ

ロックは一連の短かくて真直ぐ祖リニアメントによっ

て境されていた.このリニアメントはほぼ60｡の負

度をもった2つの方向カミ1つのセットになるよう祖形に

はしっていた.このような形は造構的な割れ目のば

あいに典型的な共役関係のパタｰンである.このパ

タｰンは火星の地殻に北一北東方向の圧縮力と西一

北酉方向の張力がはたらいてできたものであるとウィ

ルソンらはのべている(第9図).

このようなくわしい研究からマリナｰ6号の写真に

みられるピュルラ地方(PynhaeRegio)の無秩序地帯

は火星の地殻中のストレスからもたらされたteCtoniC

fraCtureから生まれたものであって隈石の衝突や永

久凍土層の溶解による陥没から生じたものではけっして

たいとウィノレソンらは強調している.
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第9図マリナｰ6号撮影の写真をもとに画いた無秩序地帯のリニアメン

トの方向(R.C.WILs0Netal.,1973による)

ところでこの無秩序地帯と密接な関係をもつもう1

つの地形に多くの曲りくねったみぞ(channe1s)があ

る.これらは曲りくねるたびに明らか狂河岸段丘の

地形をもちときには中州のできているものもある(第

10図第11図).

これはどう考えても流水によってつくられたもの､と

考完ないわけにはいか恋いように思われる.しかし

水路のあるものは幅200km長さ150阯mもありこ

のような大規模なものカミできるためにはものすζく大

量の水カミ流れたとしなければなら狂い.火星の現在の

表面の環境や大気の状態から考えていくら大むかしに

とはいえこん荏ことカミ期待できるだろうか.

そこでマコｰレｰらはつぎのような考えを出した.

じつはマルガリｰタの湾(Marga工itiferSimsほぼ大

峡谷の真東)の地域では無秩序地帯と水路堆積物との

あいだに明らかに特別な関係がある.すなわちここ

では最も大きな水路は無秩序地帯の一部から出発し

て北方のクリュセ(Ch工yse)地方へ流れているのであ

る.この事実を説明するにはつぎのように考えるの

が最も適切である.

火星の地下には永久凍土の氷が広く至るところに分

布していた.それがあるとき地下温度の局地的に高

まるところカミできて氷カミ溶けだしだ世それははじ

めは地表の岩層によってとじこめられていたがついに

それを破って地表へ流れ出した.その結果大き荏水�



一38一

路ができるとどうじに氷のなくなった地下には空洞カミ

でき地表が落ちこんで無秩序地帯カミ生まれたという

わけである.この考えは先にのべたウィルソンらの

無秩序地帯の造構運動成因説と対立することになるわけ

で今後の深い検討カミ必要である.

また多くのみぞの中にはどうしても大気中の水分

が雨と在って降りそそぎ地表を流れて川をつくったと

考えたほうカミ成因を説明しやすいものも多い.そう

すると火星の地質時代のある時期にはどうしても濃

密な大気カミ存在したと考えねばならたい.

大体水は現在の地球上のような気圧約1000ミリ

バｰルのもとでは10ぴCで沸とうするカミしだいに気圧

カミ下って6.1ミリバｰノレのもとにたると沸点0.Cと在る.

このような環境では流水は存在でき狂い.いまの火

星の表面カミまさにこの状態である.だから流水カミ

大量に存在するためには火星の気圧は地球と同じと

まではいかなくともうんと(数10倍は)高かったと考

え狂いわけにはいかたいであろう.過去において果

たしてそのようなことカミあったのだろうか.また事

実そうだったとすると火星の濃密な大気はいつど

のようにして失われてしまったのだろうか.

火星の古環境･古気候の問題は本稿の第3回(1973

年4月号)でのべた土壌の生成の問題とあわせて火星

の地史のみならず惑星]般の進化の問題に重要な貢

献をすることに溶るであろう.

17暗色部とスプロッチ･ストリｰク

筆者は本稿の4回目(1973年7月号)において火

星面の暗色模様についての問題を従来のデｰタにもと

づいてかなりくわしく議論した.じつはこれについ

てはその後マリナｰ9号の撮影によって重要な発展が

あり火星面の地形や大気の運動などにも深い関連をも

ってくることにたるのでここでふたたびとりあげてお

きたいと思う.

アメリカのコｰネル大学のサガン(Car1SA鮎N)らに

よれば火星面の明暗模様をきめる重要な模様が2つ

マリナｰ9号の撮影で発見されたという.1つは“ス

プロツチ(sp1otches)"とよばれる不規則な暗色模様

もう1つは“ストリｰク(strea良s)"とよばれる線状の

模様である.

そこでまずスプロッチからみていくことにしよう.

マリナｰ9号の高解像度カメラカミ火星面の暗色地帯

を写し出したときそこは多くがまだら状の模様を示

していることカミわかってきた.たとえばヘレスポント

スの凹地(DepressioHe11espontica)は暗い不規則た

模様(スプロッチ)が散らばる明かるいクレｰタｰ地帯

であった.スプロッチの大きさはふつう直径数km

から数10良mである.それはたいていクレｰタｰの中

にあるがクレｰタｰの壁をのりこえているようにみえ

ることもある･クレｰタｰからひどく離れて存在する

ことは荏さそうなのでクレｰタｰの地形に支配されて

いることカミわかる(第12･13図).

まわりにくらべてはっきりしたコントラストをもっ

た明確なスプロッチは全体の10～15%ぐらいである.

また巨大祖スプロッチやいくつかのスプロッチの複

合体は直径数10肱mにたっすることがあるのでこ

のようなものはシｰイングの最良のときには地球上

第10図火星面の典型的な蛇行するみぞこの写真中の長さは約400㎞

幅5～6kmある写真中央の位置は南緯29｡西経40｡(マリナ

ｰ9号撮影)

第11図流水の浸食作用でできたと考えられる河川状のみぞ河岸段丘

や中州がある写真中央の位置は北緯21｡西経69｡(マリナｰ

9号撮影)�
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からの望遠鏡観測でも見えるはずであるとサガンらは

いう.そういえばすでにフォｰキャスは火星の暗

色部は不規則な走くさんの暗色模様から匁りたっている

と1961年にのべているし閏本の火星観測家曲田阪一郎

氏なども同じようなことをのべておられるのは興味深

い.田阪氏の優秀な眼視観測のスヶヅチは火星面の

模様が多くの瑳点の集合であることをこく明に画き出し

ており優れた眼視観測が価値の高いものであることを

よくあらわしている.

さて1969年にマリナｰ6･7号が撮影した写真と

1971～72年にマリナｰ9号が援影した写真の同じ地域を

比較してみると明らかにスフロッチカミ変化しているこ

とがわかった.さらにくわしい検討によってスプロ

ッチの変化は数ヵ月くらいの時間間がくをもったゆ

っくりしたものが多いこともわかってきた.すると

この変化は何が原因でおこったのであろうか.

考えられることは2つある.1つは生物(とくに

植物)カミ繁殖して暗色部カミ広がっていくと考えること

もう1つは強い風によって細かい砂塵が吹きとばさ

れてしだいに模様が変化していくと考えることである.

このうち植物の繁殖によるという考乏は多くの観

察事実から推していくとどうしても具合が悪く風に

よる砂塵移動説がより適切で自然に受け入れられる考

えであるとサガンらはのべている.

ただ砂塵移動説にも問題はある.写真から判断す

る限りでは風にはこばれる砂塵物質はスプロッチを

つくっている暗い物質そのもの衣のかまわりク)明るい

ほうの物質なのかどちらとも決めがたい場合が多いの

第13図南極近くにみら扱るクレｰタｰ仰以ブロッチ(197碑王地2賞

マリナｰ9号撮影)

である.この問題はあとでのべるストリｰクの成因

とも関係してくるので径ほどまたふれることにしたい.

しかしスフロッチカミ暗い砂塵物質からなっているこ

とが明らかにわかった数少い例もありとりあげてお

く価値カミある.それは南緯48｡西経330｡にある直

径65良mの大きなクレｰタｰの中のスプロッチでマリ

ナｰ9号の高解像度カメラはこれがみごとな砂丘地帯

であることを明らかにした(第14図).

それは写真でみるとおり何人も疑う余地のないもの

である.それぞれの砂丘の頂きの間がくは1～2km

砂丘全体の面積は2000良m2以上もある雄大なもので

ある.火星面における長いあいだの風のはたらきが

このようなみごと匁砂丘をつくりあげたのであろう.

このような例からみるとスプロッチは暗い砂塵物質

第12図バエトｰン地方にみξ胤るタレ〕タｰのまわりθ)スフ回ツチ

(1972牟エ月7周マリナｰ9号撮影)'

剃個人凝然ダ)みごと抜砂丘南緯48｡西経330｡

ξごある直径65k㎜の大クレｰタｰ中にある

(マリナｰ9号撮影)�
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の堆積からたっているとするのが最も考えやすいこと

にたるだろう･今後の解明が期待されるところである.

つぎにストリｰクをみてみようストリｰク(S←

まで).

これらストリｰクの特徴は何本ものすじが同じ方向

に束をなすように配列していることである.しかも

そのすじはどれもクレｰタｰから発しておりクレｰ

タｰかち風下の方向へ細かい砂塵物質が風で吹きとば

されてできたように見える.もしそうだとすればす

じの方向と長さは火星の表面での風の吹きぐあいを示

す良き指示者だということができるだろう.

第15図太シルチスの北緯4｡西経2950付近のストリｰク

(マリナｰ9号撮影)

第16図太シルチスの北緯13｡西経283｡付近のストリｰク

(マリナｰ9号撮影)

第17図ヘスペリア地域(南緯23｡'西経2420)のストリｰク

(マリナｰ9号撮影)

第18図ケルベルス地域近く(北緯9｡西経191｡)のストリｰク

(マリナｰ9号撮影)

第19図タルシス地域(南緯10｡西経107｡)の複雑なストリｰク

(マリナｰ9号撮羅)�
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ところでここに1つの問題がある.それはすじ

とひと口にいってもそれには明るいすじと暗いすじの

2つがあり風にとばされた物質はそのどちらなのか

ということである.そこでいくつかの考えが生まれる.

第一には暗いすじは基盤岩そのものの露出してい

るところで明るいすじカミ砂あらしなどで吹きとぱさ

れてたまった明るい砂塵物質なのだという考えである.

クレｰタｰから黒いすじがのびまわりに明るいすじが

それをはさんでのびているようなところではクレｰタ

ｰの壁のために風下の方向には明るい物質がさえぎら

れてたまってい狂いと考えるのである.

第二には暗いすじはクレｰタｰの底から暗黒物質

が風ではこび出され風下の方向へ流されてできたもの

だという考えである.すなわち鳳でとばされるの

は暗い物質のほうだというわけである.

第三にはクレｰタｰの風下での乱気流によりその

部分の明るい砂塵物質が選択的に運び去られ基盤の黒

い岩石が顔を出したのだという考えである.

このほか以上の2つまたは3つの成因カミまざり合っ

ているとする考えもありまた地域によるいろいろ放相

異もあって一つの断定できる考えはまだ狂い.

ストリｰクカ童最もよく観察できる場所の一つは大シ

ルチス(SyrtisMajor)である.ここは火星面でも

最もよく目立ち最も広い面積をしめる暗色地域で火

星観測者ならだれでも最初に注目するところである.

マリナｰ9号の撮影によると大シルチスには明る

いすじや暗いすじやそれらの混ざったすじカミびっし

りと並んでいるのカミ観察される(第15図).･しかもそ

れらのすじはどれもきわめて細長く鋭くのびている.

これはこの地域における風カミかなり強いことを示し

ているものと思われる.

サガンらによると大シノレチスにおけるこれらのすじ

の方向から風の向きには2つの方向カ湾えられるとい

う.1つは火星面の模様の傾斜に沿った方向もう

1つはその傾斜の方向に斜交する方向である出すじ

の中に不規則た形のものカミみられるのは･このような2

つの風向があるためだとサガンらはいう,

サガンらカミ大シノレチスにおけるすじの分布から明ら

かにしたところによると.暗色地域はどうやら暗いす

じの密なところであるようである.そして従来から

観測されてきた暗色模様の季節変化は火星面における

鳳の吹き方の季節変化によって暗いすじと明るいすじ

の生成と消滅の変化がおこるためであるらしい.

かつて(1929)アントニアジを興奮させた大シルチス

の東部の季節変化(冬季に暗色部が広がり夏季に縮小

してしま'う変化.本稿の第4回1973年プ月号参照)

も暗色部に変化しやすい暗いすじがたくさんあるため

だとサガンらはいうのである.

またつぎのような事実もある.チュレニアの海

(Ma･eTyrrhenum)とキムメリア人の海(MareCim-

merium)のあいだにはさまれるヘスペリア(Hesperia)

は従来の地球からの観測ではまわりの海の暗色部と

それほどはっきり区別されることの恋い比較的暗い地

域であった.ところカミ1972年1月火星面を吹きあ

れていた砂あらしがようやくおさまり表面の模様カ…ふ

たたび見えてきたときヘスペリアはおどろくほど明る

くなっていた.マリナｰ9号の高解像度写真はこの

ヘスペリアの変化をとら克明るくなった原因は明る

いすじがたくさん増えたためかまたは暗いすじが風

で移動させられて消えてしまったためであることを明

らかにした(第17図).

そのほかいろいろな地域でいろいろなすじの変化

を追っていくと概して明るいすじのほうが安定で暗

いすじのほうが動かされやすいものであるようである.

このことはストリｰクのばあいでも暗いすじのほう

が前にのべたスプロヅチと同じように動かされやす

い砂塵物質でできていることを示しているということ

カミできるであろう.しかしストリｰクについては

明るいすじと暗いすじのどちらカ主動かされやすいもので

あるのかその最終的恋決着はまだつけカミたい状態であ

る.スプロッチのぱあいと同様に今後の確認が期待

されるところである,

ところで火星の暗色部(いわゆる海)がスプロッ

チや暗いストリｰクの密集からなりたっており風によ

るそれらの移動によって暗色部の濃淡の変化がおこる

ことカミしだいにはっきりしてきたことは火星の暗色部

についての従来の考えを大きくくつがえすことになり

そうである由

すでに本稿第4回でのべたように火星の暗色部につ

いてはいままでにいろいろな考えが提串され植物地

帯説もまだすて去られていない現状である岨新しいス

プロッチ1ストリｰク説がほんとうにこれらの考えに

とって代るかどうか今後のなりゆきを淫目したいと思

う.

なお筆者は本稿策4回で火星の暗色部についての

マク双㎞リンの火山灰説は今貫では受け入れカミたい

というようなごとをのべたカミこれはいま思い返してみ�
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ると少し言い過ぎであった.

たしかに彼の火山灰説を現在そのままの形で受け

入れることはできないけれども火星の暗色模様は火

星面を吹きあれる風の方向に堆積した細かい物質によっ

てできているという考え方はきわめて先駆的なもの

であったということができる.今後スプロッチ･ス

トリｰク説が確立されてくればマクロｰリンの考えが

改めて評価されることにたるであろう.

18.極冠地帯の地形

火星にはいままでのべてきたほかにも面白い地形

や模様がいくつか見られるが今回の本稿の最後にぜひ

.ふれておきたいのは南極･北極の極冠地帯の地形であ

る.

この地域を撮影したマリナｰ9号の写真を解読した

カリフォルニアエ大(CIT)のマｰレイ(B.C.MUR一

趾Y)らは極冠地帯をつぎの3つの地帯に分けた.

すなわちクレｰタｰの多いCrate･edTenain平

担た地表に不規則た凹みやまるいおわん形の穴のある

Pitted･P1ainsUnitゆるやかな丘の斜面などに成層構

造のみられるLaminatedTer工ainである.

このうちとくに注目しておきたいのはLaminated

Terrainである.マｰレイらはこの地域にきれいな

成層構造の断面がみられることを強調しているが(そし

てそれも重要たことではあるが)それよりもまず注目

したいのは極冠地域全体の同心円をえがくいくつもの

うねの構造である(第20図).

このうねの地域のほぼ全体をマｰレイらはLamina-

tedTerrainとよんでいるのであるがLaminatedとい

うこと凄はうねのことではなくうねの斜面などにみ

られる1aminatedした層のことである.ふしぎなこ

とにうね自身についてはあまりのべられてい狂いが

筆者はまずこのほうに興味を感ずる.

この極冠をとりまく(というよりはむしろ極冠の氷

の中にいく列も露出している)同心円状の丘陵は地球

上の例でいえぱあたかも氷床のまわりに生成された

終端堆石堤をおもわせる.それも極冠の氷床が長年

にわたっていく度も消長をくり返しこのようないく

列も同心円状につらなるうねカミでき上ったのではなかろ

うかと考えることができる.

もっともそのような考えがなり立っためには極冠

の氷床はかなり厚く大規模なものでなけれぱならない

であろう.レかし現在の火星の極冠はきわめて薄く

おそらく厚くても数Cnユの霜ていどのものだろうと考え

られている.したカミって現在の火星の環境では極

冠の氷床によるうねの成因説ぽなり立たない.

しかし筆者は前にものべたように火星のこのよう

な地形も過去の地質時代のある時期に火星上に濃い

大気と水カミ存在した時期に生成したと考えることもで

きるのではたいかと思っている.それは火星の大峡

谷やみぞ状地形の成因とも深いつながりをもっている

かもしれないのである.

LaminatedTerrainのことぱのもとにたった成層

したきれいな地層の断面はマｰレイらによればうね

の斜面やその延長上の台地などにみられるという(第21

･22図).このようなものの成因は極冠の氷の融解

第20図

火星の南極冠地域同心円状にいく重にも

とりまく細長いしわ(丘)に注意(マリナｰ

9号撮影の写真をアメリカ合衆国地質調査所

で合成したもの)�
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による流水の作用斧考え却ぱ1説與カミつけられるカうもレ

れない.いずれ虻せよノうねの成因主あわせそ､･今後二

追求しなければならない問題である.

｡測資料の蓄積か･ら'ドラ平アイス説に真向うから反論し

､へ水ぬ氷読を主張している.一

ところで以上の議論は極冠ヵ1水(･｡･ブ鳴鉦∴い三鵜靴関する限りは日本の科学者による氷説の

どを前提としての話である.極冠の氷カミほんとうに

水の凍った水なのか炭酸ガスの凍ったドライアイスな

のかは長い議論があってマリナｰ9号による解明が

期待されていた.しかし微妙なところで決定的な答

は得られたかった.

そのためいまだに議論はつづいている状態でアメ

リカの科学者たちはほとんどがドライアイス説を強硬

に主張しもうそうであることがわかってしまったかの

ようにいっているカミこれは問題である.これに対し

宮本正太郎氏をはじめとする日本の観測陣は長年の観

ほうカミ説得カガミあるように筆者には思われる.そして

どうやら氷説がだんだん認められる方向にあるようにも

思える.そうであってくれるとたいへんうれしいの

だが.それにしても長年の地道な観測の成果にもと

づいた発言は偉力をもっていることをつくづくと考え

させてくれる.いずれ遠からず探査体のよりくわし

い観測によってその決着はつけられるであろう.

次回は火星の地史･起源を中心にのべて完結させる

ことにしたい.

(筆者は東京都立武蔵高校教諭)

南極冠地域にみられる成層構造の露出(2)

(マリナｰ9号撮影)

第21図

南極冠地域にみられる成層構造の露出(1)

(マリナｰ9号撮影)�


